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実践研究

知的好奇心を高め、 共に探究し続ける力を育む幼児教育についての実践研究
ー 幼児の心がときめく瞬間 （とき） に寄り添って ー
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Ⅰ．研究実践の背景と目的

　今回の学習指導要領等の改訂において、幼児児童生徒が「持続可能な社会の創り手」となるよう教育

課程を編成・工夫することが求められている１）。そのために、幼稚園をはじめすべての校種を通じて「主

体的・対話的で深い学び」の実現が期待され、とりわけ予想困難で正解のない課題に対しても、試行錯

誤したり、多様な他者と協働したりして探究し続けていく力の育成が重視されている。また、そういっ

た力を育成するために、発達の段階に応じた学びの充実と各学校段階間の円滑な接続がこれまで以上に

期待されており、幼稚園教育要領においては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が 10 項目にわ

たり示された。これらは、遊びを通して一体的に育まれていくものであるが、その中でも「（６）思考

力の芽生え」は、周囲の環境に好奇心をもって積極的に関りながら、新たな発見をしたり、もっと面白

くなる方法を考えたりする中で育まれていくものであり、小学校生活で出会う新しい環境や教科等の学

習に興味や関心をもって主体的に関わることにつながる。また探究心をもって考えたり試したりする経

験は、主体的に問題を解決する態度へとつながっていくものである２）。今後ますます重要になってくる

「試行錯誤したり、多様な他者と協働したりして探究し続けていく力」の育成は、小学校入学以降に期

待されるのではなく、まさに目を輝かせ、心をときめかせながら遊び込む幼児期における芽生えにこそ、

その始まりがあると考える。

　今回実践を行った岐阜市立岐阜東幼稚園（以下、本園と省略）は、岐阜市の東部に位置し、３～５歳

児をそれぞれ１学級ずつ受け入れ、「やさしい心でなかよく力いっぱい遊ぶ子」を教育目標に日々の教

育に当たっている。これまでの「とことん遊び込む教育」を実践する中で、教師の指導の下、元気で明

るく、一人一人が自発的な遊びに取り組むという育ちの成果はみられるものの、「幼児の心の動きに気

付いても、そこから広げたり深めたりしにくい」、「教師自身の興味や関心の幅が狭く、遊びがパターン

化しやすい」、「遊びの中で幼児がどんな学びを深めているのかを読み取りにくい」など教師側の課題が

浮き彫りとなっていた。

Ⅱ．実践研究の方法

１．研究の重点

　上記の実態を踏まえ、本園の「遊んで、遊んで、とことん遊び込む教育」の中で、幼児からの主体的

な発信を大切にした特色ある活動内容を創り出すとともに、年間を通した活動についてカリキュラムマ

ネジメントを行うことで、全ての教師が、幼児の探究に向かう主体性と教師の意図性を絡み合わせなが

ら、遊びを双方に創り出す指導の展開が具現されることを願い、以下の２点を実践の重点として研究を

進めた。

（１）知的好奇心が高まり、探究心が深まる過程のイメージ化とそれに基づく指導計画の工夫

（２）幼児の興味や関心に寄り添い、主体的・探究的な学びを生み出す環境構成や教師の援助の工夫



― 34 ―

　その中でも、幼児が見せる心の動きの見取りとそれに応じた効果的な教師の指導・援助の充実につい

て、特に重視して実践に当たった。

２．実践推進と検証の方法

　幼児の主体性に基づき、意図的・計画的な指導の中で幼児の学びと成長を丁寧に見取り、知的好奇心

や探究心がどう高まっていったかについて、「シャボン玉作りへの挑戦」、「光と遊ぼう」という２つの

大きなプロジェクトを展開し、具体的なエピソードの吟味検討を重視する。

　その成果と課題については、両プロジェクトを通して幼児が成長した姿の事実、教師の手ごたえや保

護者の変容などを基に検証を行う。

Ⅲ．実践内容の詳細

１．知的好奇心が高まり、探究心が深まる過程のイメージ化とそれに基づく指導計画の工夫

　教師は、幼児の心がときめく瞬間（とき）を見逃さずつぶさに読み解き、その思いや願いに寄り添い、

遊びにおける幼児の心の動きの予想に基づき、それが発展していくように目的達成的な題材や環境構成

を工夫することが重要であると考えた。また、それらを仲間同士の心の動きとつなげながらさらに発展

するように援助する中で、幼児がとことん遊び込む経験を積み重ねていくことにより、幼児一人一人の

知的好奇心を高め、仲間と共に探究し続ける力を育みたいと考えた。

　そのために、まず知的好奇心の高まりと探究心の深まりを次のようにイメージ化するとともに、指導

を構想する際の基本とし、年間の指導計画の工夫に生かした。

　

（１）知的好奇心を高め、探究心が深まる過程のイメージ図の作成

　幼児は、「もの」や「こと」と出会い、

以下の４段階を経て、成長していくと仮

定した。

Ａ：気付き、感じる段階

Ｂ：問いや願いをもち、知ろうとしたり、

　　考えたりする段階

Ｃ：見立て、思いをめぐらせ、試行錯誤

　　する段階

Ｄ：伝え合い、分かち合う中でイメージ

　　を広げる段階

　幼児は、この４段階を「人」との関わ

り合いの中で、具体的に体験することに

より、知的好奇心や探究心を高め、さら

に新しい次の４段階へとつながっていく。

この繰り返しの営みにより、達成感や充

足感を味わい、知的好奇心を高め、仲間

と共に探究し続ける力が育まれると考え

た。

（２）幼児の学びが発展していく指導計画の工夫

　６月から７月にかけて「シャボン玉作りへの挑戦」、10 月から２月にかけて「光と遊ぼう」という

２つのプロジェクトを設定した。まず、「シャボン玉作りへの挑戦」において、幼児一人一人が自らの

興味や関心を発展させ、主体的に学び続ける姿を具現する。その上でさらに、「光と遊ぼう」において、

学級の仲間や異年齢の幼児との関わりを主体的に深めながら、協働的・探究的な学びへ発展していくこ

とを意図した。これらの基盤として、教師は常に、遊びにおける幼児の心の動きに寄り添い、丁寧な予

図１「知的好奇心の高まりと探究心の深まり」のイメージ
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想に基づき、それが発展しながら目的達成的な学びが展開できるよう指導計画を工夫・作成した。以下

にその概要を示す。

表１　プロジェクトにおける指導計画の概要　

２．知的好奇心の高まりと探究心の深まりを生み出すプロジェクトの展開
 （１）プロジェクト１　年長児「シャボン玉作りへの挑戦」【2021 年６月～７月】
　 　 プロジェクト１におけるエピソードの概要と教師が特に工夫した環境構成と教師の援助
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 （２）プロジェクト２　年長児「光と遊ぼう」【2021 年 10 月～ 12 月、２月】

　　  プロジェクト２におけるエピソードの概要と教師が特に工夫した環境構成と教師の援助
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Ⅳ．遊び込む教育実践による、教師の資質向上と保護者の変容
１．教師の資質向上

　シャボン玉作りを通して、幼児の豊かな感性による面白さと意外さに心を動かされ、予想をはるかに

超える素材や結果に出会えたことにより、教師自身の好奇心や探究心が高まっていった。幼児の学びの

連続・発展を目の当たりにすることで、教師も教材研究を重ね、教師の意図性をタイミングよく提示、

提案しながら幼児と共に創り出す遊びの援助が向上した。それにより、これまで幼児の知識やできるこ

との限界を決めつけていたことに気付き、幼児の興味や関心に応じて、幼児と対話しながら深い学びを

展開できるようになった。

　光の不思議についても、他教師と共に、虹やハロ、ダブルレインボーができる仕組み、また、光の３

原色や色の３原色の仕組みについても調べるなど、教師自身が探究することの面白さに気付き、教材研

究を深める姿勢が高まった。幼児の興味や関心に寄り添ううちに、不思議に思うことや心を動かされる

内発的な動機付けがあることにより、幼児も教師も「知りたい」と思う気持ちが高まっていくことに気

付き、教師は、既成概念にとらわれず興味・関心を広げる姿勢が大切であることが分かった。また年長

児の担任だけでなく、他教師も育ちゆく幼児の姿や遊びの面白さ、教材についてなど日常的に職員間で

話し合う姿勢が高まり、刺激を受けて各学年に応じた教材研究を推進したり、幼児の興味や関心を広げ、

探究を深める実践に取り組んだりするなど職員間の同僚性が高まった。

２．保護者の変容

　幼児が、家庭で幼稚園での遊びについて嬉しそうに話す姿から保護者も感化され、幼児の体験談に興

味をもって聞く姿勢が高まった。話を聞くだけでなく、それに応じて遊びに必要なものを一緒に探した

り、購入したりして幼稚園に持参するなど協力的な姿が生まれるとともに、ホームページへの掲載を楽

しみにする保護者が増え、日常的に担任や職員と幼児の遊びについて話したり、家庭での姿を知らせた

りなど共有しようとする姿が高まった。保護者も、幼児が自分なりに答えを見付ける経験の大切さに気

付き、例えば、冬休みにスキー場に行った際に、雪の中に入れた水風船と外に出しておいた水風船の凍

り方の違いを実践するなど、子育てに工夫が見られるようになった。

Ⅴ．まとめと課題
　ゆるやかな時間と空間において、思いのままに遊んで、遊んで、とことん遊び込む遊びを実践する中

で、教師が、幼児の自発的な思いや願いに気付き、「やってみたい」、「なぜだろう」という気持ちを満

たす環境を整えたり、共に感動し価値付けたりすることにより、幼児の豊かな感性、言葉による表現力、

そして思考力（理由を考え、予想を立て、解決方法を考え、角度を変えて考えるなど）が一体的に高まっ

た。また、自分なりの思いや願いを叶えるために、試行錯誤する中で仲間の思いや考えに耳を傾け、受

け入れたり認め合ったりする姿が増えた。それにより、答えは一つではないことに気付き、正解を出す

ことにこだわらず、問いや願いが生まれると、関わり合いながらすぐに考えたり、調べたりするなど探

究する姿が高まった。これらはまさに、これからの教育において求められている「試行錯誤したり、多

様な他者と協働したりして探究し続けていく力」の源泉と言える。主体的に活動する経験を通して、「やっ

てみたい」という願いに向かって、仲間と考えをつなぎ合わせる過程の中でこそ、遊びを創り出す面白

さに気付き、好奇心を高め、探究し続ける姿が深まっていくのだと実感した。

　今後は、幼児期の遊びの中で芽生えた「仲間と共に探究し続ける力」を、小学校の生活科や総合的な

学習の時間における探究的・協働的な学びにどう繋ぎ、どう開花させていくのかについて一層考えを深

め、一人一人の子供のたゆまぬ成長を軸として指導の連続・発展を丁寧に紡いでいきたい。
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